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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

マルチコピー機のメニュー画面で「行政サービ
ス」を選択

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー

ド
）を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

取
得
で
き
る
証
明
書
＝
住
民
票
、
印
鑑

登
録
証
明
書（
市
に
印
鑑
登
録
し
て

い
る
人
）、
戸
籍
の
謄（
抄
）本
・
附

票（
本
籍
が
市
内
の
人
）

利
用
で
き
る
店
舗
＝
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

利
用
時
間
＝
午
前
6
時
30
分
〜
午
後
11

時（
1
月
3
日
㈮
ま
で
を
除
く
）

利
用
方
法

①
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面

で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
び
、
画

面
案
内
に
従
っ
て
住
基
カ
ー
ド
を
か

ざ
す

②
必
要
な
証
明
書
を
選
択
す
る

③
暗
証
番
号
を
入
力
す
る

④
交
付
手
数
料
を
支
払
っ
た
後
、
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る

利
用
前
に
暗
証
番
号
の
登
録
を

　
住
基
カ
ー
ド
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
利
用
す
る
に
は
、
暗
証
番
号
の

登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
人
＝
市
に
住
民
記
録
の
あ

る
15
歳
以
上
で
、
住
基
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人

申
請
窓
口
＝
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

受
付
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
、
日
曜
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

申
請
に
必
要
な
物（
次
の
い
ず
れ
か
）

○
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
1
点

○
顔
写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
と
次
の
い

ず
れ
か
の
本
人
確
認
書
類

・
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
証

明
書（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）

・
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証

な
ど
の
う
ち
2
点

住
基
カ
ー
ド
を
無
料
で
作
れ
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
、

住
基
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
証

明
書
1
点
、
ま
た
は
健
康
保
険
証
・
年

金
手
帳
・
社
員
証
・
預
金
通
帳
な
ど
の

う
ち
2
点
を
持
っ
て
、
市
民
課
、
下

総
・
大
栄
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
市
民
課
窓
口
で
、
無
料
で
撮
影

し
ま
す
。
暗
証
番
号
の
登
録
も
同
時
に

受
け
付
け
ま
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
即
日
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
‐
1 

5 

2 

5
）へ
。

送
付
を
希
望
し
な
い
人
は

連
絡
を

医
療
費
通
知

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
主
宛
て
に
、
医
療
費
通
知

を
1
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
通
知
は
、
平
成
25
年
8

〜
10
月
に
国
民
健
康
保
険
で
受
診
し
た

医
療
費
の
総
額
と
、
保
険
者
で
あ
る
市

が
負
担
し
た
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。

　
通
知
を
希
望
し
な
い
人
は
、
1
月
10

日
㈮
ま
で
に
、
保
険
年
金
課（
市
役
所

1
階
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
同
意
が
得
ら
れ
た
も

の
と
し
て
送
付
し
ま
す
。

　
す
で
に
送
付
を
希
望
し
な
い
旨
の
連

絡
を
し
て
い
て
、
そ
の
後
変
更
が
な
い

人
は
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

店
舗
が
増
え
て
よ
り
便
利
に

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

※ 各施設の測定結果は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/sosiki/
koho/110311.html）に掲載しています。くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

市内の放射線量測定結果

単位：マイクロシーベルト／時

施設名 測定日 測定の高さ
1m

測定の高さ
0.5m

測定の高さ
0.05m

市役所（花崎町）
12月 9日 0.08 0.08 0.08

12月16日 0.08 0.08 0.08

下総支所（猿山）
12月 9日 0.10 0.10 0.10

12月16日 0.10 0.10 0.11

大栄支所（松子）
12月 9日 0.08 0.08 0.07

12月16日 0.07 0.08 0.07

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

12月 9日 0.08 0.09 0.09

12月16日 0.08 0.09 0.09

幡谷大気測定局
（久住体育館隣）

12月 9日 0.09 0.09 0.08

12月16日 0.09 0.09 0.09

国の目標値は0.23マイクロシーベルト／時です。

広報なりた 2014.1.1広報なりた 2014.1.1 12



　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ

る
煙
ま
た
は
熱
を
い
ち
早
く
感
知
し
、

火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
警
報
器
で
す
。

　
市
内
で
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

お
か
げ
で
、
大
き
な
火
災
に
な
ら
ず
に

済
ん
だ
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

防
炎
品
で
被
害
を
軽
減

　
防
炎
品
は
、
小
さ
な
火
に
接
触
し
て

も
す
ぐ
に
は
燃
え
上
が
ら
な
い
よ
う
に

処
理
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、
カ
ー
テ
ン

や
寝
具
類
、
衣
類
、
自
動
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
防
炎
品
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
火
災

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。

　
販
売
店
な
ど
の
情
報
は
、
日
本
防
炎

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

jfra.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
予
防
課（
☎
20
‐
1 

5 

9 

1
）へ
。

1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

確
定
申
告
用
証
明
書

　
市
で
は
、
確
定
申
告
に
必
要
な
証
明

書
を
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
今
回
送
付
す
る
の
は
、
平
成
25
年
中

に
納
付
書
や
口
座
振
替
で
支
払
わ
れ
た

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
払
込
証
明
書

で
す
。
還
付
申
告
な
ど
で
、
郵
送
前
に

証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
次
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
払
込
証
明
書
…

納
税
課
・
市
民
税
課（
市
役
所
2
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
払
込
証

明
書
…
保
険
年
金
課（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所

○
介
護
保
険
料
払
込
証
明
書
…
介
護
保

険
課（
市
役
所
議
会
棟
1
階
）、
下

総
・
大
栄
支
所

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
分
の
支
払
額

は
、
年
金
支
払
者
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
納
税
課（
☎
20
‐
1
5
1

　
9
）、
保
険
年
金
課（
☎
20
‐
1
5
4

　
7
）、
介
護
保
険
課（
☎
20
‐
1
5
4

　
5
）へ
。

円
滑
な
経
営
の
た
め
に

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

対
象
＝
中
小
企
業
、
新
た
に
事
業
を
始

め
る
人

資
金
の
種
類
と
限
度
額

○
一
般
事
業
資
金
・
環
境
経
営
支
援
資

金（
設
備
3
、
0
0
0
万
円
・
運
転

1
、
5
0
0
万
円
）

○
事
業
転
換
資
金
・
創
業
支
援
資
金

（
設
備
1
、
5
0
0
万
円
・
運
転
7 

5 

0
万
円
）

○
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
事
業
資
金

（
設
備
・
運
転
7
5
0
万
円
）

○
季
節
資
金（
3
0
0
万
円
）

※
く
わ
し
く
は
商
工
課（
☎
20
‐
1 

6 
2 

2
）へ
。

加
入
事
業
主
に
補
助
金

中
小
企
業
退
職
金
共
済

補
助
対
象
＝
平
成
25
年
1
月
1
日
〜
12

月
31
日
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
を
支
払
っ
た
事
業
主

補
助
率
＝
共
済
制
度
に
加
入
し
た
月
か

ら
12
カ
月
は
20
％
、
13
〜
60
カ
月
は

10
％

限
度
額（
従
業
員
1
人
当
た
り
）＝
年
額

1
万
2
、
0
0
0
円

申
請
方
法
＝
1
月
31
日
㈮
ま
で
に
必
要

書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
商
工
課

（
市
役
所
4
階 

〒
2
8
6
‐
8
5
8 

5 

花
崎
町
7
6
0
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
6
2 

2
）へ
。

印
旛
地
域
振
興
事
務
所
で

移
動
暴
力
相
談

　
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
の
常

勤
相
談
委
員
が
、
暴
力
団
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
、
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
1
月
22
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場
＝
印
旛
地
域
振
興
事
務
所（
佐
倉

市
）

※
く
わ
し
く
は
同
会
議
事
務
局（
1 

0 

1
2
0
‐
0
8
9
3
5
4
）へ
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

火
災
に
よ
る
被
害
軽
減

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
火
災

の
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
万
が

一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
軽
減

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
早
期
発
見

　
消
防
法
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

12月1日～15日
市長日誌

市消防操法大会であいさつ（1日）市消防操法大会であ さ （1日）

1日 市消防操法大会
2日 迎春対策全体会議
3日 市議会一般質問（～5日まで）

4日 観光宣伝キャンペーン出発式
議会運営委員会

6日 交通対策特別委員会
7日 直売所しもふさオープン式

8日
民生委員児童委員並びに主任
児童委員退任式及び委嘱状伝
達交付式

9日 健康づくり特別委員会
大学誘致調査特別委員会

10日
順天堂大学との連携協力に関
する協定調印式
教育民生常任委員会

11日

空港対策特別委員会
成田西陵高等学校・地域生物研
究部「全国高校生 みんなDE笑
顔プロジェクト」優勝報告会
経済環境常任委員会

12日
建設水道常任委員会
冬の交通安全運動防犯街頭
キャンペーン

13日 総務常任委員会

13 広報なりた 2014.1.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2014.1.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ業

者
に
委
託

産
業
廃
棄
物
の
処
理

　
事
業
活
動
か
ら
生
じ
る
廃
油
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
石
こ
う
ボ
ー
ド
な
ど
の
産

業
廃
棄
物
は
市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
業
者
は
自
ら
処
理
す
る
か
、
県
の

許
可
を
受
け
た
「
産
業
廃
棄
物
処
理

業
者
」
に
委
託
す
る
な
ど
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
県
印
旛

地
域
振
興
事
務
所
地
域
環
境
保
全
課

（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐
1
1
3
8
）ま

た
は
県
廃
棄
物
指
導
課（
☎
0
4
3
‐

2
2
3
‐
2
7
5
7
）へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

保
温
材
で
凍
結
を
防
止

冬
季
の
水
道

　
冬
の
厳
し
い
冷
え
込
み
で
、
水
道
管

が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
布
・
フ
ェ
ル
ト

な
ど
の
保
温
材
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に

は
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

○
凍
結
し
た
ら
、
水
道
管
に
タ
オ
ル
や

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
掛
け
る

自
己
搬
入
か
業
者
委
託
で

事
業
所
の
ご
み
の
処
理

　
飲
食
店
や
店
舗
、
教
育
・
福
祉
施
設
、

事
務
所
な
ど
の
事
業
所
か
ら
発
生
す
る

ご
み
は
、
一
般
家
庭
用
の
集
積
所
に
は

出
せ
ま
せ
ん
。

　
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場
ま
た
は

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
自
己
搬
入（
処

理
に
は
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
2
1
0

円
掛
か
り
ま
す
）す
る
か
、
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
し
て
く

だ
さ
い
。「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
は
、
自
己
搬
入

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
成
田
空
港
内
で
出
た
ご
み
は
、
空
港

内
で
の
許
可
を
持
つ
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
方
法

○
自
己
搬
入

・「
可
燃
ご
み
」「
可
燃
性
粗
大
ご
み
」

…
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場（
☎

36
‐
1
6
8
9
）へ

・「
ビ
ン
・
カ
ン
」「
金
物
・
陶
磁
器
・

ガ
ラ
ス
類
」「
有
害
ご
み
」「
紙
類
」「
衣

類
・
布
類
」「
不
燃
性
粗
大
ご
み
」

…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
☎
36
‐

1
0
0
0
）へ

○
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

○
破
裂
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
バ
ル
ブ
を
回
し
て
水
を
止
め
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡

し
て
修
繕（
有
料
）す
る

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
工
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）へ
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
の
水
道
の
修
繕
は
、
県
水
道

局
成
田
支
所（
☎
27
‐
2
2
3
2
）へ
。

確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
に

お
む
つ
使
用
確
認
書

　
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
確

定
申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
場
合
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
、「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
市
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
確
認
書
」
を
使
用
し
て
医
療
費
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
前
年
の
確
定
申
告
で
お
む
つ
代
の
医

療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
場
合

○
市
が
保
有
す
る
要
介
護
認
定
に
関
す

る
資
料（
主
治
医
意
見
書
）か
ら
、
寝

た
き
り
状
態
に
あ
り
、
尿
失
禁
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
場
合（
主
治
医
意
見
書
が
平

成
24
年
中
に
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
認
定
の
有
効
期
間
が
13
カ
月
以

上
）

※
く
わ
し
く
は
、
確
認
書
の
交
付
に

つ
い
て
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐
1 

5
4
5
）、
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

は
市
民
税
課（
☎
20
‐
1
5
1
3
）へ
。

12月に検査した大豆は、放射性物質が基準値以下でした。
単位：ベクレル/㎏＊1県の精密検査の結果

＊1　ベクレルとは、放射能の強さを表す単位で、単位時間（1秒間）内に原子核が崩壊する数を表す
＊2　 検出数値は、セシウム134と137それぞれを有効数字3桁まで求め、これらを合算した合計

欄は有効数字2桁に四捨五入する
＊3　「検出せず」とは、検出限界値未満であることを示す。検体の測定時における検出限界値はかっ
　　 こ内の数字
基準値　○一般食品…放射性セシウム　100ベクレル/kg

※くわしくは農政課（☎20-1541）へ。

品目 採取日 放射性セシウム
134

放射性セシウム
137

放射性セシウム134と
137の合計＊2

大豆 12月3日 検出せず＊3（8.4未満） 9.03 9.0

大豆 12月3日 検出せず（8.5未満） 検出せず（7.2未満） 検出せず

大豆 12月3日 検出せず（9.9未満） 検出せず（9.1未満） 検出せず

大豆 12月3日 検出せず（5.6未満） 検出せず（6.7未満） 検出せず

市内の農産物などの放射性物質検査の結果

　県の精密検査の結果、大豆から検出された放射性セシウムは基準値以下であり、安全性
が確認されました。このため、12月6日付けで出荷・販売が可能になりました。

成田市産の大豆は出荷・販売が可能に
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